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STEP2︓第2段階・オンライン講座 ⾦属表⾯洗浄研究の紹介(佐藤 運海先生)

第⼆段階プログラムの講座として，今回は⾦属加⼯を研究されている佐藤
運海先生に研究内容を紹介していただきました。佐藤先生は，環境や人体に
優しい電解⽔を⽤いた⾦属材料の表⾯処理について研究しています。この研
究は，スマートフォンやパソコンなどの電⼦機器の基盤や腕時計の⻭⾞など
精密な⾦属部品加⼯の分野で活⽤されています。今回は，銅板や⾦属製の腕
時計を電解⽔に浸し，⾦属の⾒た目の変化や電解⽔に汚れが浮き出す様⼦を
オンラインで観察しました。

受講生からは「0.1ナノメートルの極小サイズの世界での加⼯に驚きまし
た。」や「身近な⽔道⽔から電解⽔ができることに驚きました。」といった
感想が聞かれました。自分たちが普段触れているパソコンなど，身近な精密
機器に使われている隠れた技術を知ることができ，今後の一人ひとりの研究
の参考になったのではないかと思います。

育成塾とは，国⽴研究開発法人 科学技術振興機構による「科学技術イノベーションを牽引する傑出した
人材の育成に向けて，理数・情報分野の学習等を通じて，⾼い意欲や突出した能⼒を有する小中学生を
発掘し，さらに能⼒を伸⻑する体系的育成プランの開発・実施を⾏うことを⽀援」するジュニアドク
ター育成塾事業として，2019年から信州⼤学が採択されたものです。

腕時計の洗浄実験国際特許出願の技術を紹介

実験室中継の様子

STEP2︓研究構想の検討

研究構想の検討をプレゼンテーションにまとめ，発表・質疑応答を⾏いました。受講生の中には，研
究背景をSDGsと併せながら説明したり，参考文献やデータ，さらには手書きの図を示しつつ発表した
りする姿があり，より聞き手側に伝わるような⼯夫が施されたプレゼンテーションになっていました。

プレゼンテーションの様子



信州⼤学ジュニアドクター育成塾事務局連絡先 メール）crilofc@shinshu-u.ac.jp
Webサイト）https://cril-shinshu-u.info/jr-doc

本事業は国⽴研究開発法人科学技術振興機構の委託事業です

編集後記

STEP２︓第2段階受講生による「第１回研究中間報告会」

今回紹介させていただいたように，オンラインによる講座も順調に進んでいます。また，第
２段階の受講生各自の研究の進⾏状況も中間報告会で報告されました。かなり形が⾒えてき
た人，これからの人様々ですが，まとめに向けて一緒に取り組んでいこうと思います。

また，これからの展望・課題や皆さんからのアドバイスをスライドで⾏う
ことで，研究を進めていく上での困りごとや不安なことを明らかにできた場
になりました。それを受けて，チャット欄では「こうした⽅が良いよ。」と
アドバイスするだけでなく，サイトのURLを引⽤しながらアイデアを提案す
る受講生の姿が⾒られました。

他の受講生や⼤学生・⼤学院生，先生⽅から質問や意⾒等をいただき，こ
れからの活動に向け⾒通しがたてられたように思えます。受講生からは，
「前回と⽐べ今回の発表はみんなの意⾒がとても分かりやすかった。」とい
う感想が聞かれました。これまでの研究構想に⽐べ，新たな技術的提案やさ
らにパワーアップしたスライド発表でより研究構想が明確かつ具体化された
かと思います。 課題・展望を共有する様子

そして，今回新たに研究をしていく上で必要になる“予算計画”に関しても，受講生自らが予算書という形式で作成
したものを発表しました。購⼊するものが書籍なのか，材料・部品なのかの分類から始まり，品名(型番)，それが必
要な理由を明らかにしながら，1万円の予算内で収まるように個数や単価を調整するまで正確な研究予算書の作成を
⾏っていました。研究構想に併せて予算計画が提示されたことで，いよいよ研究に向けて本格的に動き始めることが
できるかと思います。

課題・展望を共有する様子受講生が作成した予算計画

・学習用情報ウェブサービス
構築の研究

・雨の日や真夏日にも
対応できる移動システム

・プログラムで環境問題
を考える

・自動鍵開けシステム

・千曲川の悲劇を生かした災
害Quiz(Unity,C#)

・無⼈作業⾞

・猫の病気がわかるアプリを
作る

・RFIDを活用した忘
れ物防止技術の開発

・快適な入浴をサポー
トするアプリ

・本物の「癒し」を追究する

・給⾷残菜を⾒分けて記録を
出すものを作る

〜第2段階受講生の研究テーマ〜


